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今月の人口・世帯 

人口…………4,295人 
世帯…………1,423戸 

 2 敬老会 

 3 早起き野球35周年記念行事　 

 5 依田窪南部防災訓練　 

 6 人権教育紙上講座・ぶせき歌壇 

 7 健康センター通信 

 9 こんにちは社協です 

 11 暮らしの便利帳 

 14 戸籍の窓 

　早起き野球35周年記念行事のひとコマ。 

　武石少年野球クラブの選手たちが、佐久長聖高校野球部、

中村監督と丸子実業高校野球部、竹内監督から直接指導を

いただきました。 

　「今日指導した選手の中に、優れた才能のある選手が多く、将

来を期待します。」という監督の励ましの言葉に、参加した選手

たちは、自分の力を信じてまた練習に励むことでしょうね…。 

　がんばれ！ 武石球児！ 

平成１５年１０月１日 
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八
月
二
十
四
日
、
武
石
村
早
起
き

野
球
連
盟
設
立
三
十
五
周
年
を
記
念

す
る
イ
ベ
ン
ト
が
、
村
民
グ
ラ
ン
ド

と
中
央
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
小
中
学
生

を
対
象
に
佐
久
長
聖
高
校
野
球
部
の

中
村
監
督
と
丸
子
実
業
高
校
野
球
部

の
竹
内
監
督
か
ら
技
術
の
向
上
を
目

的
に
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
少
年
た
ち
は
、「
テ
レ

ビ
に
も
出
て
い
る
有
名
な
監
督
さ
ん

に
直
接
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
、
嬉
し
か
っ
た
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
連
名
に
所
属
す
る
チ
ー
ム

の
選
手
を
対
象
に
は
、
ホ
ー
ム
ラ
ン

競
争
と
豪
腕
競
争
（
ス
ピ
ー
ド
測
定
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

（

）
内
は
記
録

優
　
勝

広
川
　
高
（
105
ｍ
）

準
優
勝

小
林
政
直
（
97
ｍ
）

第
三
位

清
住
忠
広
（
95
ｍ
）

（

）
内
は
記
録

優
　
勝

広
川
　
高（
130
‹
／
h
）

準
優
勝

高
橋
　
剛（
125
‹
／
h
）

第
三
位

渡
辺
卓
也
（
119
‹
／
h
）

グ
ラ
ン
ド
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
終
了

後
、
会
場
を
中
央
公
民
館
へ
移
し
、

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
五
月
か
ら
行
わ
れ
た

リ
ー
グ
戦
の
表
彰
式
や
個
人
成
績
の

表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
リ
ー
グ
戦

の
結
果
及
び
個
人
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
リ
ー
グ
戦

優
　
勝

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

〔
６
勝
１
敗
〕

準
優
勝

沖
球
軍
〔
６
勝
１
敗
〕

第
三
位

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

〔
５
勝
２
敗
〕

●
最
優
秀
選
手
賞

桜
井
敏
雄(

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ)

●
優
秀
選
手
賞

林
　
和
美
（
沖
球
軍
）

●
最
多
勝
利
投
手
賞

青
山
勝
則
（
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）

城
下
起
俊
（
沖
球
軍
）

●
最
多
奪
三
振
投
手
賞

渡
辺
卓
也
（
武
丸
田
Ｊ
２
）

●
最
優
秀
打
撃
賞

小
山
　
研
（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
）

桜
井
敏
雄
（
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）

清
住
忠
広
（
89
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ
）

●
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞

小
山
　
修
（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
）

笹
沢
一
晃
（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
）

九
月
一
日
、
村
民
グ
ラ
ン
ド
で
は
、

村
長
杯
争
奪
戦
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
決

勝
戦
と
三
位
決
定
戦
が
行
わ
れ
、
今

シ
ー
ズ
ン
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
閉
幕

し
ま
し
た
。

今
年
は
、
五
月
か
ら
始
ま
っ
た
リ

ー
グ
戦
で
は
、
小
沢
根
チ
ー
ム
と
市

之
瀬
チ
ー
ム
が
接
戦
の
末
、
小
沢
根

チ
ー
ム
が
優
勝
。

こ
の
勢
い
に
乗
っ
て
、
村
長
杯
争

奪
戦
で
も
同
チ
ー
ム
は
順
調
に
勝
ち

進
み
、
余
里
チ
ー
ム
と
の
決
勝
戦
も

大
差
で
圧
勝
。
見
事
今
シ
ー
ズ
ン
二

つ
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

早
起
き
野
球
も
今
年
で
35
歳
に
な
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ラ
ン
競
争

豪
腕
競
争

見
事
優
勝
し
た
小
沢
根
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん

武
石
村
早
起
き
野
球
連
盟
設
立
35
周
年
記
念
行
事
を
開
催
!!

小
沢
根
チ
ー
ム
Ｖ
2
!!

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
大
会
が
閉
幕
し
ま
し
た
。

優
　
勝
　
小
沢
根
チ
ー
ム 

準
優
勝
　
余
　
里
チ
ー
ム 

第
三
位
　
上
本
入
西
部
チ
ー
ム 

村
長
杯
争
奪
大
会
の
結
果 

連
盟
旗
争
奪
大
会
の
結
果 

       

チ
ー
ム
名 

小
沢
根 

市
之
瀬 

薮
合
ダ
ン
デ
ィ
ー
ズ 

上
本
入
東
部 

下
本
入 

七
ヶ 

上
本
入
西
部 

片
羽 

鳥
屋 

キ
ン
グ
エ
コ
ー
ズ 

余
里 

沖 堀
之
内 

ト
ー
タ
ス
２
０
０
０ 

順
位 

1
 

2
 

3
 

3
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9 10 11 12 13 14
 

勝 10 10  
 

9
 

9
 

9
 

8
 

7
 

6
 

6
 

6
 

4
 

2
 

2
 

1
負 

        
3 3

 
3
 

3
 

4
 

4
 

6
 

7
 

7
 

7
 

9 10 11 12 

 

分 0
 

0
 

1
 

1
 

0
 

1
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

1
 

0
 

0
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鳥
　
屋
　
内
　
田
　
美
　
貞 

さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
き
よ
子 

さ
ん 

  

鳥
　
屋
　
須
　
藤
　
清
　
助 

さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
つ
子 

さ
ん 

  

　
沖
　
　
樋
　
口
　
孝
　
雄 

さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
み
つ
江 

さ
ん 

 

　 下
武
石
　
橋
　
詰
　
欣
　
一 

さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
み
え
子 

さ
ん 

  

下
武
石
　
伏
　
見
　
明
二
郎 

さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
子 

さ
ん 

  
下
武
石
　
樋
　
沢
　
義
　
春 

さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち
子 

さ
ん 

鳥
　
屋
　
内
田
ウ
メ
コ 

さ
ん 

　
沖
　
　
島
田
　
登
美 

さ
ん 

下
武
石
　
伊
藤
志
げ
じ 

さ
ん 

下
武
石
　
木
下
　
治
子 

さ
ん 

下
武
石
　
堀
　
　
光
余 

さ
ん 

下
武
石
　
小
林
　
ひ
さ 

さ
ん 

下
武
石
　
高
橋
き
よ
子 

さ
ん 

下
武
石
　
豊
田
　
ユ
キ 

さ
ん 

上
武
石
　
笠
原
　
峯
子 

さ
ん 

上
武
石
　
北
沢
ト
シ
子 

さ
ん 

上
武
石
　
小
山
　
邦
雄 

さ
ん 

下
本
入
　
芹
沢
　
静
江 

さ
ん 

下
本
入
　
滝
澤
　
由
夫 

さ
ん 

下
本
入
　
橋
詰
き
よ
じ 

さ
ん 

下
本
入
　
橋
詰
み
ち
よ 

さ
ん 

上
本
入
　
松
久
　
盛
重 

さ
ん 

小
沢
根
　
滝
沢
　
忠
雄 

さ
ん 

下
武
石
　
小
平
　
　
静 

さ
ん 

下
武
石
　
齋
藤
　
一
能 

さ
ん 

上
武
石
　
小
　
山
　
　
　
直 

さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
富
　
子 

さ
ん 

  

上
武
石
　
柳
　
沢
　
　
　
茂 

さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
宣
　
子 

さ
ん 

  

下
本
入
　
滝
　
澤
　
祥
　
一 

さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
　
枝 

さ
ん 

  

上
本
入
　
宮
　
下
　
孝
　
司 

さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
朝
　
子 

さ
ん 

  

上
本
入
　
荻
　
原
　
甲
子
男 

さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
子 

さ
ん 

  

上
本
入
　
小
　
山
　
良
　
男 

さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
よ 

さ
ん 

  

上
本
入
　
北
　
沢
　
　
　
計 

さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リ
子 

さ
ん 

  

小
沢
根
　
清
　
住
　
　
　
和 

さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
げ
る 

さ
ん 

  

小
沢
根
　
滝
　
沢
　
　
　
誠 

さ
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
サ
ミ 

さ
ん 

 

　
沖
　
　
東
野
　
か
ね 

さ
ん 

      

下
武
石
　
橋
詰
い
志
じ 

さ
ん 

 
下
武
石
　
山
浦
は
ま
よ 

さ
ん 

　
今
回
、
百
六
才
、
百
一
才
、

百
寿
、
米
寿
、
金
婚
を
迎
え
ら

れ
た
み
な
さ
ん
で
す
。 

9月15日、敬老の日に中央公民館を会場に敬老会が開催されました。 

米
　
寿 

百
　
寿 

百
一
歳 

百
六
歳 

金 

婚 

者 
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▽
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

（
敬
称
略
・
数
字
は
ネ
ッ
ト
）

優
　
勝
　
野
村
千
恵
子
（
74
・
2
）

準
優
勝
　
内
田
　
玲
子
（
75
・
4
）

▽
グ
ロ
ス
の
部

（
敬
称
略
・
数
字
は
ス
コ
ア
）

優
　
勝
　
佐
藤
　
和
久
（
74
）

準
優
勝
　
坂
巻
　
俊
道
（
78
）

▽
シ
ニ
ア
の
部

（
敬
称
略
・
数
字
は
ネ
ッ
ト
）

優
　
勝
　
掛
川
　
岩
男
（
71
・
6
）

準
優
勝
　
城
下
　
　
武（
72
・
0
）

第
十
九
回
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

九
月
八
日
に
グ
ラ
ン
ス
テ
ー
ジ
丸
子

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
か
れ
、
参

加
者
は
八
十
八
名
。

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
心
地

よ
い
初
秋
の
風
を
感
じ
な
が
ら
自
己

の
ベ
ス
ト
ス
コ
ア
と
大
会
で
の
良
い

成
績
を
目
指
し
て
新
ペ
リ
ア
方
式
で

プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
。

▽
総
　
合
　
の
　
部

（
敬
称
略
・
数
字
は
ネ
ッ
ト
）

優
　
勝
　
坂
巻
　
俊
道
（
67
・
2
）

準
優
勝

北
沢
　
計
次
（
69
・
2
）

第
三
位

橋
詰
　
一
彦
（
69
・
6
）

第
四
位

大
井
　
健
治
（
71
・
2
）

第
五
位

樋
沢
　
純
二
（
71
・
2
）

第
六
位

高
田
　
　
忍（
71
・
4
）

第
七
位

掛
川
　
岩
男
（
71
・
6
）

第
八
位

城
下
　
　
武（
72
・
0
）

第
九
位

高
橋
　
徳
夫
（
72
・
0
）

第
十
位

竹
内
　
甲
造
（
72
・
0
）

九
月
七
日
、
午
前
七
時
二
十
八
分

県
東
部
を
中
心
に
震
度
六
の
強
震
を

観
測
、
こ
れ
に
伴
い
、
火
災
が
発
生

し
た
と
い
う
想
定
で
依
田
窪
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
会
場
と
な
っ
た
和
田

村
の
和
田
小
学
校
に
は
、
依
田
窪
南

部
消
防
署
を
は
じ
め
、
管
内
の
消
防

団
が
火
災
防
御
訓
練
、
救
助
訓
練
、

中
継
送
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

武
石
村
か
ら
は
、
第
一
、
第
二
分

団
が
訓
練
に
参
加
し
、
両
分
団
は
、

主
に
水
利
か
ら
距
離
が
あ
る
場
合
に
、

ポ
ン
プ
で
く
み
上
げ
た
水
を
中
継
し

て
送
り
、
さ
ら
に
そ
の
水
を
二
本
に

分
岐
し
て
放
水
す
る
中
継
送
水
を
担

当
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
団
員
は
、訓
練
と
は
い
え
、

実
際
の
火
災
現
場
さ
な
が
ら
、
真
剣

な
面
持
ち
で
消
火
活
動
に
従
事
し
て

い
ま
し
た
。

ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
れ
こ
そ
本
当
の
”武
石
っ
子
“
で

す
ね
。

ま
た
、
保
護
者
か
ら
鈴
虫
を
三
十

匹
以
上
い
た
だ
き
、
鳴
き
声
が
そ
ろ

そ
ろ
聞
こ
え
な
い
か
と
、
夕
方
に
な

る
と
部
屋
を
わ
ざ
わ
ざ
暗
く
し
て
、

一
生
懸
命
耳
を
そ
ば
だ
て
て
い
ま
す
。

な
ん
と
鈴
虫
は
、
四
十
匹
以
上
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
ピ
ー
タ
ー
パ

ン
に
は
、
魚
二
十
五
匹
、
鯉
一
匹
、

亀
一
匹
、
ま
ぐ
そ
一
匹
の
大
家
族
に

な
り
ま
し
た
。

九
月
と
い
え
ば
、
運
動
会
で
す
。

練
習
も
始
ま
り
、
気
温
差
も
あ
り
、

疲
れ
も
出
て
き
て
体
調
を
崩
す
子
ど

も
の
出
て
き
て
い
ま
す
。

指
導
員
は
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち

を
気
遣
い
、
ゆ
っ
く
り
休
ま
せ
た
り
、

健
康
を
考
え
て
体
力
の
つ
く
ジ
ャ
ガ

イ
モ
餅
、
ご
ま
プ
リ
ン
な
ど
手
作
り

の
お
や
つ
で
応
援
し
て
い
ま
す
。

少
し
涼
し
げ
な
夏
休
み
も
終
わ

り
、
二
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
が
夏
休
み
を
思
わ
せ
る
よ

う
な
残
暑
の
中
、
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
の

子
ど
も
た
ち
は
毎
日
元
気
に
遊
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
九
月
に
入
り
、

朝
夕
の
涼
し
さ
は
、
秋
を
思
わ
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ピ
ー
タ
ー
パ
ン
の
子
ど
も
た
ち
は

今
、
”虫
捕
り
“
に
夢
中
で
す
。

穴
の
あ
い
た
魚
捕
り
の
網
で
も
、

工
夫
を
し
て
ガ
ム
テ
ー
プ
で
修
正
す

れ
ば
、
立
派
な
虫
捕
り
網
で
す
。

赤
と
ん
ぼ
を
追
い
か
け
た
り
、
バ

ッ
タ
や
蛭
、
は
り
が
ね
虫
を
捕
ま
え

た
り
し
て
、
様
子
を
観
察
し
て
遊
ん

で
い
ま
す
。

昔
は
、
よ
く
見
ら
れ
た
子
ど
も
の

遊
び
が
こ
こ
で
は
見
ら
れ
ま
す
。

縦
割
り
の
異
学
年
の
子
ど
も
た
ち

が
み
ん
な
で
季
節
ご
と
の
武
石
の
自

然
を
生
か
し
て
、
思
い
っ
き
り
楽
し

〜
元
気
な
子
ど
も
た
ち
〜

各部門で入賞されたみなさん

広報武石 平成１５年１０月号　No.435（4）

九
月
二
日
か
ら
四
日
の
三
日
間
、

立
教
大
学
に
通
う
留
学
生
（
中
国
と

韓
国
）
十
四
名
が
「
国
際
青
少
年
交

流
農
村
」
で
来
村
し
ま
し
た
。

こ
の
交
流
は
、
信
州
せ
い
し
ゅ
ん

村
（
下
武
石
　
小
林
一
郎
代
表
）
が

主
催
し
た
も
の
で
、「
明
日
の
農
村
・

農
業
の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
、

中
国
や
韓
国
、
日
本
の
青
少
年
を
招

き
、
と
も
に
考
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
せ
い
し
ゅ
ん
講
座
と
題

し
、
代
表
の
小
林
一
郎
さ
ん
が
武
石

村
の
様
子
や
農
業
の
現
実
に
つ
い
て

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
最
終
日
と
な
っ
た
四
日
は
、

四
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
村
内
の
農

家
で
農
業
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

上
本
入
の
井
出
守
雄
さ
ん
宅
に

は
、
中
国
と
韓
国
の
学
生
二
名
ず
つ

が
訪
れ
、
早
速
、
牛
舎
に
入
っ
て
干

し
草
を
一
頭
一
頭
に
、
与
え
る
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

大
き
な
牛
の
顔
が
近
く
に
あ
る
作

業
の
た
め
、
初
め
は
お
っ
か
な
び
っ

く
り
の
様
子
で
し
た
が
、
慣
れ
て
く

る
と
、
牛
の
顔
を
な
で
る
余
裕
も
出

て
き
ま
し
た
。

「
農
村
で
の
生
活
は
、
楽
し
い
で

す
か
」
の
問
い
に
「
東
京
に
居
て
は
、

経
験
で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
で

き
て
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
」
と
額

の
汗
を
光
ら
せ
な
が
ら
爽
や
か
な
笑

顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
八
月
二
十
四

日
、
丸
子
町
の
依
田
窪
広
域
プ
ー
ル

で
は
第
二
十
回
依
田
窪
水
泳
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
は
、
真
っ
黒
に

日
焼
け
し
た
児
童
、
生
徒
が
集
ま
り

「
が
ん
ば
れ
」
の
声
援
の
中
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
九
つ
の
大
会
新
記
録
が
更
新

さ
れ
、
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
大
会
の
主
な
結
果

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

九
月
五
日
、
依
田
窪
南
部
中
学
校

の
三
年
生
が
地
域
の
美
化
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
日
、
生
徒
た
ち
は
村
内
三
つ

の
班
に
分
か
れ
、
道
路
沿
い
の
ゴ
ミ

や
空
き
缶
拾
い
、
ま
た
、
バ
ス
の
停

留
所
の
清
掃
な
ど
残
暑
の
厳
し
い
中

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
毎
年
こ
の
活
動
を
通

し
て
、
自
分
の
住
む
地
域
の
良
さ
を

発
見
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

大
会
の
記
録
（
敬
称
略
）

◆
小
学
校
五
年
生
　
女
子

50
ｍ
自
由
形

金
子
　
綺
夏
　
（
一
位
）

堀
　
佐
奈
子
　
（
二
位
）

柳
沢
奈
留
美
　
（
五
位
）

◆
小
学
校
六
年
生
　
男
子

50
ｍ
自
由
形

掛
川
　
和
真
　
（
二
位
）

◆
一
般

男
子
　
50
ｍ
自
由
形

高
橋
　
勝
功
　
（
四
位
）



（7）広報武石 平成１５年１０月号　No.435

●
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
働
き

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
脂
肪
の
一
種

で
す
。
人
間
の
体
に
は
約
１
４
０
ｇ

（
健
康
な
成
人
・
体
重
70
Ë
）
の
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
含
ま
れ
て
い
て
、

細
胞
膜
を
つ
く
っ
た
り
、
ホ
ル
モ
ン

の
材
料
に
な
っ
た
り
、
脂
肪
の
消
化

吸
収
に
必
要
な
胆
汁
酸
の
材
料
と
し

て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

細
胞
は
毎
日
新
し
く
つ
く
ら
れ
て

い
る
の
で
、
そ
の
材
料
と
な
る
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
は
非
常
に
大
切
な
物
質

な
の
で
、
体
の
中
で
つ
く
ら
れ
ま
す
。

ま
た
胆
汁
酸
は
小
腸
を
通
っ
て
い
く

間
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
再
吸
収
さ

れ
ま
す
。
再
吸
収
さ
れ
た
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
は
肝
臓
に
運
ば
れ
再
び
胆
汁

酸
の
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
と

て
も
大
切
な
物
質
な
の
で
す
。

●
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
　
　
　

体
が
調
整

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
約
80
％
は
ブ

ド
ウ
糖
と
脂
肪
か
ら
、
肝
臓
や
腸
、

副
腎
、
腎
臓
、
卵
巣
、
精
巣
な
ど
体

内
で
つ
く
ら
れ
ま
す
。
残
り
の
20
％

が
食
事
か
ら
摂
取
さ
れ
ま
す
。
食
べ

る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
く
な
る
と
、

肝
臓
は
そ
の
合
成
を
減
ら
し
て
、
量

を
調
整
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
も
し
血
液
中
か
ら
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
得
ら
れ
な
く
て
も
、
細
胞

自
身
で
合
成
し
て
つ
く
り
だ
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。そ
し
て
細
胞
に
は
、こ

の
合
成
し
た
分
と
、
血
中
か
ら
取
り

込
む
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
合
わ
せ
て
、

必
要
な
量
を
保
つ
よ
う
に
調
節
す
る
、

扉
の
よ
う
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。

●
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
体
内
分
布

体
重
70
Ë
の
人
の
体
内
分
布
を
見

て
み
る
と
、
体
全
体
で
は
１
４
３
ｇ

（
０
・
２
％
）
あ
り
ま
す
。
脳
は
１
・

６
Ë
中
32
ｇ
（
２
％
）
と
多
い
。
肝

臓
も
１
・
７
Ë
中
５
・
１
ｇ
（
０
・

３
％
）
と
多
い
。
し
か
し
臓
器
の
重

さ
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
分
量
の
割

合
を
考
え
る
と
、
卵
巣
・
副
腎
は
非

常
に
多
い
（
10
％
）。
卵
巣
は
卵
の
倉

庫
で
あ
り
、
卵
と
は
細
胞
を
う
み
出

す
源
で
す
。
ま
た
副
腎
は
ホ
ル
モ
ン

を
つ
く
り
だ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
人
間
の
体
の
組
成
か
ら
動
物
の

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
部
分
を
推

測
で
き
ま
す
。子
持
ち
シ
シ
ャ
モ
、タ

ラ
コ
、
イ
ク
ラ
、
動
物
の
内
臓
、
卵
と

油
で
つ
く
ら
れ
る
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
は
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

●
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
害

こ
の
よ
う
に
大
切
な
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
で
す
が
、
多
く
な
り
す
ぎ
る
と

動
脈
硬
化
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
２
２
０

（
Ê
／
dl
）
以
上
、
ま
た
は
Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
１
４
０

（
Ê
／
dl
）
以
上
、
ま
た
は
Ｈ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
40
（
Ê
／

dl
）
未
満

水
に
溶
け
な
い
ア
ブ
ラ
で
あ
る
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
そ
の
ま
ま
血
液
に

混
じ
る
の
は
難
し
い
の
で
、
水
に
溶

け
や
す
い
材
質
で
で
き
た
リ
ポ
た
ん

ぱ
く
と
呼
ば
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
の
よ
う

な
、
乗
り
物
に
の
っ
て
移
動
し
ま
す
。

Ｌ
Ｄ
Ｌ（
悪
玉
）コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

は
、
各
細
胞
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

運
搬
す
る
の
が
主
な
役
目
。Ｈ
Ｄ
Ｌ

（
善
玉
）コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
余
っ
て
い

る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
回
収
し
、
肝
臓

に
戻
す
こ
と
が
役
目
。
も
し
Ｈ
Ｄ
Ｌ

が
少
な
い
と
Ｌ
Ｄ
Ｌ
が
血
中
に
余
り
、

血
管
壁
に
た
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
の
　

原
因

加
齢
…
細
胞
内
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
消
費
が
減
る
。

肥
満
…
血
中
の
脂
肪
が
増
え
、
細
胞

に
入
る
と
そ
こ
に
含
ま
れ
る

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
た
ま
る

た
め
。

遺
伝
…
扉
の
数
が
も
と
も
と
少
な
い

た
め
、
血
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
取
り
込
み
に
く
い
。

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少

ホ
ル
モ
ン
や
、
卵
子
の
材
料

と
し
て
つ
か
わ
れ
な
く
な
る

こ
と
と
、
細
胞
膜
に
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
取
り
入
れ
る
扉

を
増
や
す
役
割
が
な
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
合
わ
せ
て
糖

質
や
脂
肪
の
取
り
す
ぎ
を
防
ぎ
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や
歩
行
な
ど

適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

健康センター
通信10月号

保健福祉課
℡85-2067

　1985年にアメリカの2人の博士がその仕組みを
明らかにしノーベル賞を受賞。 
  
　一般的に太っている人は、コレステロール値が高く、
痩せている人は、コレステロール値が低いといわれ
ているが、それは中性脂肪のこと。 
 
 
ê中性脂肪…体内の脂質の9割を占めるもの。主に、
脂肪細胞に蓄えられて、身体を動かす際にエネル
ギーとして使われる。   

êコレステロール…リン脂質とともに体内の脂質の
1割を占める。体内に広く分布し、余分にあると血
液中に留まり悪さをする。身体を動かす際のエネ
ルギーとしては使われない。 

中性脂肪とコレステロールの違い 

ひとくちメモ （胆汁） （固体） 

「コレステロール」  

Chole ＋ Sterol

悪玉 

善玉 

今
月
も
新
刊
が
入
り
ま
し
た
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
千
曲
川
（
市
川
健
夫
監
修
）
○
信

濃
路
の
双
体
道
祖
神
（
小
出
久
和
）

○
創
竜
伝
８
巻
（
田
中
芳
樹
）
○
直

木
賞
受
賞
作
・
４
Ｔ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
（
石
田

衣
良
）
○
星
々
の
舟
（
村
山
由
佳
）

○
バ
カ
の
壁
（
養
老
孟
司
）
○
ち
い

さ
い
ぶ
つ
ぞ
う
・
お
お
き
い
ぶ
つ
ぞ

う
（
は
な
）
○
小
さ
な
バ
ッ
タ
の
お

と
こ
の
こ
（
貴
乃
花
光
司
）
○
ノ
ー

ベ
ル
賞
１
０
０
年
の
あ
ゆ
み
○
黙
り

こ
く
る
少
女
た
ち
（
宮
淑
子
）

上
田
市
の
芳
池
茂
市
氏
よ
り
、
写

真
集
「
ハ
ー
プ
橋
と
そ
の
周
辺
」
北

陸
新
幹
線
７
年
間
の
記
録
を
４
冊
ご

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
上
を
持

っ
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

公
民
館
図
書
室
だ
よ
り

〜
新
刊
紹
介
〜
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昔
か
ら
、
学
校
に
は
罰
当
番
と
い
う

も
の
が
あ
っ
た
。
先
生
が
「
悪
い
」
と

認
め
る
と
そ
の
償
い
と
し
て
、
通
常
の

割
り
当
て
以
外
に
働
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
た
。
あ
る
被
差
別
部
落
の
老
人
か
ら
、

「
親
に
宿
題
を
見
る
力
が
な
く
、
い
つ
も

「
忘
れ
た
」
こ
と
に
な
っ
て
毎
日
が
罰
当

番
の
連
続
で
あ
っ
た
」
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。

宿
題
と
掃
除
は
論
理
的
に
つ
な
が
ら

な
い
は
ず
。
要
す
る
に
罰
と
し
て
肉
体

を
動
か
す
こ
と
が
強
要
さ
れ
た
の
だ
。

「
忘
れ
た
」
と
い
う
行
為
の
背
景
、
原
因

を
捉
え
る
こ
と
な
く
、
一
方
的
に
「
悪
」

と
し
て
、
苦
役
と
し
て
の
労
働
を
強
制

す
る
の
は
最
も
非
教
育
的
な
こ
と
だ
。

罰
と
し
て
働
く
こ
と
か
ら
は
、
創
り

出
す
喜
び
、
奉
仕
の
充
実
感
な
ど
は
生

ま
れ
よ
う
も
な
い
。

畑
で
草
む
し
り
を
し
て
い
る
と
、
車

か
ら
若
い
母
親
と
小
学
生
が
降
り
立
ち

「
ね
ぇ
マ
マ
、
あ
の
お
じ
ち
ゃ
ん
た
ち
、

何
か
悪
い
こ
と
し
た
の
」「
な
ぜ
？
」

「
だ
っ
て
悪
い
こ
と
し
な
き
ゃ
、
あ
ん
な

こ
と
さ
せ
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
で
し
ょ

う
」「
何
で
な
の
？
」「
だ
っ
て
学
校
で

宿
題
忘
れ
た
り
喧
嘩
し
た
ら
、
罰
に
草

む
し
り
さ
せ
ら
れ
る
よ
。
よ
っ
ぽ
ど
悪

い
こ
と
し
た
ん
だ
ね
、
あ
の
お
じ
ち
ゃ

ん
た
ち
」

差
別
す
る
側
の
人
間
に
育
っ
て
い
く

姿
が
恐
ろ
し
い
。

あ
る
都
市
で
の
こ
と
。
母
親
が
中
一

の
息
子
を
車
で
都
心
に
運
ん
で
い
た
。

通
知
票
の
「
５
」
が
一
つ
増
え
た
の
で
、

約
束
ど
お
り
自
転
車
を
買
う
た
め
だ
。

都
心
近
く
で
母
親
は
急
ブ
レ
ー
キ
で
車

を
止
め
、
目
の
前
の
ビ
ル
を
指
し
た
。

「
約
束
は
守
る
け
ど
、
今
日
ぐ
ら
い

の
成
績
で
は
、
あ
れ
く
ら
い
の
人
に
し

か
な
れ
な
い
の
よ
」
高
い
ビ
ル
の
壁
に

は
ゴ
ン
ド
ラ
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
て
窓

を
拭
く
人
の
姿
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も

差
別
人
間
が
育
て
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
都
心
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
。
人
混
み

に
若
者
が
宣
伝
用
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
を
配
っ
て
い
る
。
押
し
付
け
ら
れ

た
も
の
を
目
の
前
で
、
ポ
イ
捨
て
す
る

娘
も
い
る
。「
今
頃
の
若
い
人
は
、
苦
労

し
と
ら
ん
け
ん
、
物
の
あ
り
が
た
さ
が

わ
か
ら
ね
ぇ
」「
人
間
も
冷
た
か
と
よ
」

終
日
、
騒
音
と
濁
っ
た
空
気
の
中
に
座

っ
て
、
他
人
の
靴
を
磨
き
続
け
て
い
る

初
老
の
女
性
た
ち
の
会
話
だ
。

人権教育紙上講座
№321

教育委員会
同和対策室

あ
な
た
は
差
別
人
間
を

育
て
て
い
ま
せ
ん
か

参
考
資
料
　
林
　
力
著
「
人
権
百
話
」
よ
り

　公民館では、毎年恒例となりました新春
詩歌展の作品を募集します。 
　大勢のみなさんの作品をおまちしています。 
  
◎応募作品　短歌、俳句、川柳で 
　　　　　　それぞれ二首（二句）以内 
◎応募方法　住所、氏名を明記のうえ、公民
　　　　　　館までご提出ください。 
◎応募期間　平成15年11月28日（金） 
 
問い合せ先：武石村教育委員会 TEL85-2030

＊都合により、今月は「あしあと歌壇」をお休みさせて 
　いただきました。 

　文部科学省では、誰もがそれぞれの体力や年齢・技術・
興味・目的に応じて、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツ
に親しむことができる生涯スポーツ社会を実現に向けて「総
合型地域スポーツクラブ」の全国展開を必要不可欠な施
策として進めています。 
 　そこで、村でも「設立準備委員会」を組織し研修・協議
を重ね『生涯にわたって子どもから高齢者まで、年齢・性別
に関係なく誰もが気軽にスポーツに楽しむことができるスポ
ーツ環境を目指すとともに、異なる年齢の人たちの交流や
体験活動をとおして子ども達の健全な育成、さらに人間関
係が希薄になった現代社会での地域のコミュニケーション
の場所』として、村の現状を十分に踏まえて特色を生かし
たクラブづくりに取り組んでいます。 
 　こうした活動のなかで住民のみなさんに意見をいただき
ながら、豊かなスポーツ環境を目指した活動への取り組みを、
ともに考えて進めていきたいと思います。 

総合型地域スポーツクラブ 
設立に夢をのせて 
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雲
の
間
か
ら
富
士
山
も
見
え
、
み

な
さ
ん
も
澄
み
切
っ
た
空
気
と
景
色

を
満
喫
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

東
部
町
で
開
催
さ
れ
、
武
石
村
か

ら
は
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

席
上
、
遺
族
会
に
貢
献
さ
れ
た
余

里
の
北
沢
健
一
さ
ん
、
下
本
入
の
故

滝
沢
袈
裟
寿
さ
ん
、
築
地
原
の
橋
詰

義
博
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
発
表
で
は
七
ヶ
の
宮

原
文
男
さ
ん
が
「
特
別
弔
慰
金
の
支

給
法
の
改
正
を
は
か
る
こ
と
」
に
つ

い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
は
、
追
悼
式
が
し
め
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

武
石
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
し
ま
し

た
。

今
年
は
、
十
五
名
が
参
加
し
て
白

樺
湖
の
山
善
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
、
こ
の
日
は
一

日
、
部
屋
で
く
つ
ろ
ぎ
、
次
の
日
は

車
山
と
霧
ヶ
峰
へ
と
ド
ラ
イ
ブ
に
出

か
け
ま
し
た
。

◇
期
日
　
10
月
2
日（
木
）

◇
時
間
　
午
前
10
時
30
分

◇
期
日
　
10
月
　
8
日（
水
）

18
日（
土
）

28
日（
火
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
正
午

◇
場
所
　
丸
子
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
期
日
　
10
月
14
日（
火
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
正
午

◇
場
所
　
老
人
セ
ン
タ
ー

◇
期
日
　
10
月
19
日（
日
）

◇
場
所
　
岡
谷
市

◇
期
日
　
10
月
22
日（
水
）

◇
場
所
　
飯
田
市

◆
信
濃
補
聴
器

◇
期
日

10
月
21
日（
火
）

◇
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

◇
場
所
　
老
人
セ
ン
タ
ー

結
婚
相
談
日

行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
日

（
行
政
相
談
と
合
同
で
開
催
）

補
聴
器
相
談
日

靖
国
霊
社
祭

遺
族
会
県
大
会

母
子
寡
婦
会
県
大
会

福祉の村づくりをめざして 福祉の村づくりをめざして 
社会福祉協議会 ℡85‐2214社会福祉協議会 ℡85‐2214

小
県
郡
戦
没
者

遺
族
大
会

身
障
希
望
の
旅

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
」
だ
よ
り

相
次
ぐ
体
験
学
習

―
体
験
か
ら
み
つ
け
て
ほ
し
い
こ
と
―

の
感
想
は
共
通
し
て
「
皆
さ
ん
が

和
気
あ
い
あ
い
と
仕
事
を
し
て
い

て
驚
い
た
。」「
明
る
い
雰
囲
気
の

な
か
で
一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
い

る
と
感
じ
た
。」
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
人
が
お
互
い
に
支
え
あ
っ
て

楽
し
ん
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と

を
評
価
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
暮
ら
す
社
会
は
、

い
ろ
い
ろ
な
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
価

値
観
を
も
っ
て
生
き
て
い
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
」
は
、
そ
ん
な
日
常

の
生
活
に
近
い
雰
囲
気
で
、
自
分

に
合
っ
た
作
業
を
し
、
仲
間
と
交

流
す
る
こ
と
で
、
仕
事
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

体
験
学
習
に
来
た
学
生
に
も

考
え
は
同
じ
で
す
。
利
用
者
と
一

緒
に
作
業
を
し
た
り
お
茶
を
飲
ん

だ
り
す
る
中
で
、
感
じ
た
り
学
ん

だ
り
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

訪
れ
た
学
生
ば
か
り
で
な
く
、

利
用
者
や
職
員
全
員
が
体
験
学
習

を
通
し
て
「
な
ぜ
働
く
の
か
」
を

考
え
る
機
会
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
、「
ふ
れ
あ
い
」

の
利
用
者
と
一
緒
に
働
く
、
体
験

学
習
に
訪
れ
る
学
生
が
増
え
て
い

ま
す
。

八
月
二
十
六
、
二
十
七
日
に

は
、
長
野
大
学
の
三
年
生
が
十
二

名
、
九
月
五
日
に
は
、
依
田
窪
南

部
中
学
校
の
一
、
二
年
生
が
二
十

五
名
、
ま
た
九
月
十
六
日
か
ら
十

九
日
に
は
、
上
田
養
護
学
校
の
生

徒
が
実
習
に
訪
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
目
的
は
、
福
祉
施

設
の
現
場
を
知
る
た
め
、
障
害
の

あ
る
方
と
触
れ
合
う
た
め
、
将
来

福
祉
関
係
の
職
に
就
く
た
め
、
と

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、「
ふ
れ
あ
い
」

郡
身
障
者

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
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り
ま
す
。

健
康
食
品
は
、
医
薬
品
と
違
い
、

効
能
効
果
に
つ
い
て
国
か
ら

承
認
を
得
て
い
る
も
の
で
は
な

い
た
め
、
表
示
や
広
告
が
で
き

ま
せ
ん
。（
保
健
機
能
食
品
を

除
く
）

健
康
食
品
を
購
入
さ
れ
る
際
に

は
、
潜
在
的
な
リ
ス
ク
が
あ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
被

害
の
発
生
状
況
等
が
公
表
さ
れ

た
製
品
名
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

健
康
食
品
を
摂
取
さ
れ
て
、
健

康
状
態
を
害
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
場
合
は
、
早
期
に
お
近
く

の
医
療
機
関
や
保
健
所
等
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

上
田
保
健
所
生
活
衛
生
課

℡
25
‐
７
１
５
０

〈材料〉（30個分）

木綿豆腐 ………………1丁　
鶏ひき肉 ……………150ｇ
長ネギ ……………カップ1
（小口切りにしたもの）
生しいたけ ………カップ1
（みじん切りして）
にんじん ………大さじ2強
（みじん切りして）
長いも ……………半カップ
（すりおろしたもの）
生姜のすりおろし ……少々
卵 ………………………1個

〈作り方〉

①豆腐は水気を切っておく（気温の高い
時はザルにのせて冷蔵庫に半日くらい
入れておく）
②ボウルにひき肉と野菜を入れてよく混
ぜ①の豆腐をくずして加える。ここに
卵とすりおろした長いもを加えてさら
に混ぜる。（柔らかいようなら片栗粉
を加えて硬さを加減する）
③揚油を熱して、ひとさじずつ手で平ら
にしてきつね色になるまで揚げる。
④器に盛って唐子しょう油か生姜しょう
油でいただく。

※冷たくなったら、だし汁としょう油を合わせたもので煮て、片栗粉でとろみを付
けるとまたおいしくいただけます。

※干ししいたけを使うときは、戻さないで細かく砕いて入れると水を吸うので水っ
ぽくなりません。

※長いもの代わりに里芋を使ってもできます。長いもや里芋がなかったら、片栗粉
を入れても同じようにできます

※ねぎの替わりに、にらを入れてもおいしくできます

10月 7日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30  
大腸がん検診②（便潜血） 午前 9:00～12:00

8日 水 献血（全血） 午後 1:30～ 3:30
離乳食教室（後期） 午前10:00～11:30 

9日 木 離乳食教室（中期） 午前10:00～11:30 
妊婦セミナー① 午後 1:30～ 3:30

10日 金 離乳食教室（初期） 午前10:00～11:30
15日 水 妊婦セミナー② 午前 9:30～午後2:00

予防接種（3種混合①・ポリオ③） 午後 1:15～ 1:30(受付)  
17日 金 高齢者料理教室 午前10:00～午後1:00
20日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30
21日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30 
22日 水 料理教室（ポテトグループ） 午前10:00～午後1:00

乳児健診 午後 1:15～ 1:30(受付)
23日 木 料理教室（パセリグループ） 午後 1:15～ 4:00
25日 土 両親学級 午後 1:30～ 3:30
31日 金 2歳児教室 午前 9:20～ 9:30(受付)

11月 4日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30  
5日 水 健康管理推進委員会 午後 1:30～ 3:30
7日 金 男性料理教室 午前10:00～午後1:00

10月の保健予防計画 健康センター
月　日 曜日 事　　　　　業 時　　　　　間

● がんもどき●
芹沢於ちよさん（下本入）

昨
年
来
、
健
康
食
品
に
摂
取
に

よ
る
と
疑
わ
れ
る
重
篤
な
健

康
被
害
（
死
亡
、
肝
障
害
、
甲

状
腺
機
能
障
害
な
ど
）
が
多
数

発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
健
康
食
品
と
称
し
て

い
る
も
の
の
中
に
は
、
原
材

料
表
示
か
ら
は
分
か
ら
な
い
成

分
を
使
用
し
て
い
る
製
品
が
あ

健康食品による
健康被害を
防ぐために

健
康
食
品
を
購
入
す
る
際
の
注
意
事
項
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10
月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
の
一
週

間
は
、「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

村
で
も
こ
の
週
間
に
あ
わ
せ
て
、『
行

政
相
談
』と『
心
配
ご
と
相
談
』の
合
同

相
談
所
を
次
の
よ
う
に
開
設
し
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
、「
困
っ
て
い
る

こ
と
」「
納
得
い
か
な
い
こ
と
」「
要
望

し
た
い
こ
と
」
な
ど
、
行
政
相
談
委

員
（
下
武
石
の
川
合
康
司
さ
ん
）
が

親
身
に
な
っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

▽
期
　
日

10
月
14
日（
火
）

▽
時
　
間

午
前
９
時
〜
正
午

▽
会
　
場

老
人
セ
ン
タ
ー

10
月
の
行
政
書
士
制
度
強
調
月
間

に
あ
わ
せ
長
野
県
行
政
書
士
会
で
は

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
無
料
相
談
会

▽
日
時

10
月
18
日（
土
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
　

▽
場
所

丸
子
町
文
化
会
館

▽
相
談
内
容

相
続
・
遺
言
・
農
振

解
除
・
農
地
転
用
・
外
国
人
在

留
等
・
会
社
、
法
人
設
立
等

▽
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
行
政
書
士
会
上
田
支
部

℡
０
２
６
８
‐
38
‐
９
２
８
０

国
で
は
、
車
を
利
用
し
た
人
や
物

の
動
き
な
ど
を
把
握
し
、
交
通
政
策

等
の
基
礎
資
料
と
な
る
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

調
査
対
象
に
選
ば
れ
た
方
に
は
２

回
の
調
査
を
お
願
い
す
る
た
め
、
国

か
ら
任
命
さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
調

査
票
を
持
っ
て
伺
う
か
、
郵
送
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
そ
の
節
は

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

国
土
交
通
省

北
陸
信
越
運
輸
局
長
野
運
輸
支
局

℡
０
２
６
‐
２
４
３
‐
４
６
４
２

法
務
省
と
日
本
公
証
人
連
合
会
で

は
、
毎
年
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

の
１
週
間
は
「
公
証
週
間
」
と
定
め

て
皆
さ
ん
に
公
証
制
度
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
制

度
の
ご
利
用
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま

す
。
公
証
制
度
は
、
遺
言
証
書
の
作

成
、
各
種
の
契
約
証
書
の
作
成
な
ど
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
け
る
法
律

上
の
権
利
や
義
務
を
明
確
に
し
、
紛

争
が
生
じ
な
い
よ
う
未
然
に
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

○
遺
言
○
お
金
の
貸
し
借
り
○
不

動
産
の
売
買
や
貸
し
借
り
○
離
婚
に

伴
う
養
育
費
や
慰
謝
料
等
の
支
払
○

交
通
事
故
等
の
賠
償
金
の
支
払
な
ど

に
は
、
皆
さ
ん
の
権
利
を
正
し
く
確

実
に
守
る
公
正
証
書
の
作
成
を
お
勧

め
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
最

寄
り
の
公
証
役
場
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

▽
上
田
公
証
役
場

大
塚
光
生
公
証
人
　
上
田
市
中
央

西
１
‐
15
‐
32
富
国
生
命
上
田
ビ
ル

℡
０
２
６
８
‐
22
‐
５
４
７
７

10月 10月 
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

長
野
県
行
政
書
士
会

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

自
動
車
輸
送
統
計

調
査
に
ご
協
力
を

国民年金には１年または、半年分を一括して
納めると保険料が割り引きになる『前納制度』
があります。10月は、半年分を前納（一括払
い）して割引きを受けられるチャンスの“月”。
お手元にある前納分納付書（平成15年10月分
～平成16年3月分）により納めてください。

79,150円

毎月納めるよりも650円もお得になります。
お問い合せ先ê小諸社会保険事務所

℡0267-22-1080

◆半年前納制度を利用すると……◆

10月は　　する
チャンスです!!

国民年金保険料の『前納制度』

得

◆

公
証
週
間
◆

あ
な
た
の
権
利
を
守
り
ま
す
。

鳥　　　屋 １０７ １１２，０００ 
　　沖 １４９ １５８，０００ 
薮　　　合 １２２ １２３，０００ 
中　　　島 ４０ ４０，０００ 
七　　　ケ １７３ １８７，０００ 
片　　　羽 ７１ ７２，０００ 
堀　之　内 ７０ ７０，０００ 
市　之　瀬 ５２ ５２，０００ 
下　本　入 ８５ ８６，０００ 
権　　　現 ２８ ２８，０００ 
下 小 寺 尾 ２６ ２６，０００ 
上 小 寺 尾 ２７ ２７，０００ 
唐 沢 小 原 ２５ ２５，０００ 
築　地　原 ２５ ２７，０００ 
大布施巣栗 １８ ２０，０００ 
西　　　武 ２２ ２３，０００ 
小　沢　根 ８２ ８５，０００ 
余　　　里 ６１ ６１，０００ 
　合　計 １,１８３ １,２２２,０００ 

地区名 戸　数 金額（円） 
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近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化

が
進
む
中
で
、
家
族
の
一
員
と
し
て

ペ
ッ
ト
を
飼
う
家
庭
が
増
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
心
な

い
飼
い
主
に
よ
る
ペ
ッ
ト
の
遺
棄
や

虐
待
、
ま
た
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、
多
く
の
問
題
も
発
生
し
て
い

ま
す
。

毎
年
、
九
月
二
十
日
か
ら
二
十
六

日
は
「
動
物
愛
護
週
間
」
で
す
。

社
会
の
中
で
動
物
た
ち
と
共
に
生

き
る
た
め
に
、
動
物
の
正
し
い
飼
い

方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
に
登
場
す
る

動
物
た
ち
の
愛
く
る
し
い
姿
を
見
て
、

「
か
わ
い
い
」「
飼
い
た
い
」
と
思
う

人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
捨
て
ら
れ
た
子
犬
や
子
ね
こ

を
見
る
と
「
か
わ
い
そ
う
」「
な
ん
と

か
し
て
あ
げ
た
い
」
と
、
手
を
差
し

伸
べ
た
く
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。し

か
し
、
一
時
の
感
情
だ
け
で
動

物
を
飼
う
の
は
無
責
任
と
い
う
も
の

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
動
物
を
飼
う
こ

と
は
だ
れ
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
か
ら
で
す
。

動
物
を
飼
う
こ
と
は
、
楽
し
い
こ

と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
鳴
き

声
が
う
る
さ
か
っ
た
り
、
病
気
に
な

っ
た
り
、
飼
い
主
に
面
倒
を
か
け
る

こ
と
も
。
飼
い
主
に
は
時
間
や
体
力
、

気
力
、
お
金
も
必
要
な
の
で
す
。「
こ

ん
な
に
手
が
か
か
る
な
ん
て
」「
も
う

面
倒
が
み
ら
れ
な
い
」
と
思
っ
て
も
、

一
度
飼
い
は
じ
め
た
ら
途
中
で
や
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

動
物
も
私
た
ち
と
同
じ
大
切
な
命

を
持
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
に
は
、

動
物
を
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て
育
て
、

最
後
ま
で
家
族
の
一
員
と
し
て
暮
ら

す
義
務
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
飼
い
主
に
は
、
飼
育
す
る

動
物
が
人
に
危
害
を
加
え
た
り
、
迷

惑
を
か
け
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
管
理
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
動
物
を
飼
う
前

に
は
、
飼
お
う
と
す
る
動
物
の
習
性

な
ど
を
よ
く
調
べ
、
責
任
を
も
っ
て

最
後
ま
で
面
倒
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
を
、
慎
重
に
判
断
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

最
近
、
動
物
の
遺
棄
や
虐
待
、
近

隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
多
く
の
問

題
が
報
告
さ
れ
、
飼
い
主
の
モ
ラ
ル

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
の
中
で

人
間
と
動
物
が
共
存
し
て
い
く
た
め

に
、
飼
い
主
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
マ
ナ
ー
と
モ
ラ
ル
が
あ
り
ま
す
。

平
成
十
四
年
に
定
め
ら
れ
た
「
家

庭
動
物
等
の
飼
養
及
び
保
管
に
関
す

る
基
準
」
で
は
、
動
物
の
飼
い
主
は
、

命
あ
る
動
物
を
飼
う
者
と
し
て
の
責

任
を
十
分
に
自
覚
し
、
そ
の
動
物
を

正
し
く
飼
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

飼
っ
て
い
る
動
物
の
健
康
を
守

り
、
ま
た
、
人
に
危
害
を
加
え
た
り
、

迷
惑
な
ど
を
か
け
た
り
し
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

飼
う
前
に
考
え
た
い

大
切
な
こ
と

「
飼
う
」こ
と
は

「
育
て
る
」こ
と

飼
い
主
の
モ
ラ
ル

動物愛護
週　間

ペ
ッ
ト
は
あ
な
た
の

大
切
な
家
族
で
す
。

　飼い犬 及び飼い猫に対する不妊去勢手術を希望す
る飼い主に対して、手術費用の一部を助成します。 
 
 ▽対　象　犬については登録及び本年度の　　　　
　　　　　狂犬病予防注射実施済みのもの。 
　　　　　10月中に不妊去勢手術を実施したもの。 
 ▽助成額　オス…………３、０００円 
 　　　　　メス…………５、０００円 
 ▽その他　助成頭数に限りがありますのでお早めに　
　　　　最寄りの動物病院へお問い合わせ下さい。 
 ●問い合わせ先 
　長野県動物愛護会上小支部 25-７１５３ 
　役場建設環境課 85-２７９３ 

　保健所では、飼い主がない犬やねこについて引き取っ
ていますが、飼い主の責任を明確にし、安易な引き取り
を抑えて処分数を減少させる目的で、10月1日から下記
のとおり引き取り手数料が必要となります。 
  
▽生後91日以上の犬・ねこ………１頭  ２,０００円 
 ▽生後91日未満の子犬・子ねこ…１件  ２,０００円 
　　　　　　　　　　　　　　　　　   （10頭まで） 
    
＊参考～飼育している動物（ほ乳類、鳥類、は虫類）を遺
棄すると、動物の愛護及び管理に関する法律違反で
罰せられます。 

 ＊引取りの受付場所や時間など詳しくは、事前に上田
保健所23－１２６０（代）までご相談ください。 

犬・ねこの引取りが 

10月1日から有料になります。 （繁殖制限事業） 
第2次バースコントロール 
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食
品
は
、
私
た
ち
の
健
康
の
基
盤

と
な
る
も
の
で
す
。

そ
の
半
面
、
も
し
そ
の
食
品
に
体

へ
危
害
を
及
ぼ
す
物
が
含
ま
れ
て
い

た
ら
、
私
た
ち
の
健
康
は
損
な
わ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
食
品

に
起
因
す
る
衛
生

上
の
危
害
を
防
止

す
る
た
め
、
昭
和

二
十
二
年
に
制
定

さ
れ
た
の
が
「
食

品
衛
生
法
」
で
す
。

政
府
の
食
品
安

全
確
保
へ
の
取
り

組
み
が
強
化
さ
れ

て
き
て
い
る
中
、

こ
れ
ま
で
の
食
品

衛
生
法
も
全
面
的

に
見
直
さ
れ
、
新

し
い
食
品
衛
生
法

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

◆
生
産
者
中
心
か
ら

消
費
者
重
視
の
食
品
行
政
へ

そ
の
食
品
が
安
全
か
ど
う
か
、
外

見
か
ら
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
そ
の
食
品
の
安
全
性
を

信
頼
し
、
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
か

ど
う
か
は
、
そ
の
食
品
の
販
売
者
や

製
造
者
な
ど
を
い
か
に
信
頼
で
き
る

か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
発
生

や
食
品
の
偽
装
表

示
な
ど
、
食
品
の

安
全
に
対
す
る
消

費
者
の
信
頼
を
裏

切
る
事
件
が
相
次

ぎ
、
食
の
安
全
に

対
す
る
消
費
者
の

不
安
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ

ま
で
生
産
者
中
心

だ
っ
た
食
品
行
政

を
見
直
し
、
消
費

者
を
重
視
し
た
食

品
の
安
全
確
保
の

た
め
、
政
府
全
体
で
の
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
五
月
に
は
、
食
品
の

安
全
性
確
保
に
関
す
る
政
策
の
基
本

理
念
、
基
本
方
針
を
定
め
た
「
食
品

安
全
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
、
同
年

７
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

◆「
国
民
の
健
康
保
護
」
を
重

視
し
た
新
た
な
食
品
衛
生
法

が
ス
タ
ー
ト

こ
う
し
た
動
き
の
中
で
、
飲
食
に

関
す
る
衛
生
上
の
危
害
防
止
に
つ
い

て
規
定
す
る
「
食
品
衛
生
法
」
に
つ

い
て
も
、
消
費
者
重
視
の
施
策
の
充

実
を
図
る
た
め
、
全
面
的
に
見
直
し

が
行
わ
れ
、
平
成
十
五
年
五
月
に
法

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
食
品
衛
生
法
で
は
、
法
の

目
的
と
し
て
「
食
品
の
安
全
性
を
確

保
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
国
民
の
健

康
の
保
護
を
図
る
」
こ
と
が
明
記
さ

れ
、
国
、
地
方
自
治
体
、
食
品
等
事

業
者
の
責
任
が
明
確
に
規
定
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
消
費
者
と
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、
食
品
衛

生
に
関
す
る
施
策
や
基
準
設
定
な
ど

に
つ
い
て
、
国
民
か
ら
の
意
見
聴
取

を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で

の
規
格
・
基
準
の
見
直
し
、
監
視
・

検
査
体
制
の
強
化
、
食
中
毒
な
ど
飲

食
に
起
因
す
る
事
故
へ
の
対
応
の
強

化
、
罰
則
強
化
な
ど
が
図
ら
れ
ま
す
。

材
が
余
っ
た
と
き
に
は
ド
ラ
イ
フ
ー

ズ
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

少
し
だ
け
余
っ
て
し
ま

っ
た
大
根
は
、
２
〜
３
ミ

リ
の
薄
い
輪
切
り
に
し
て
、

ざ
る
の
上
に
重
な
ら
な
い

よ
う
に
並
べ
ま
す
。

そ
れ
を
風
通
し
の
良
い

日
な
た
に
出
し
、
カ
ラ
カ

ラ
に
な
る
ま
で
乾
燥
し
て

お
け
ば
、
煮
物
の
具
な
ど

に
重
宝
し
ま
す
。

大
根
の
葉
も
捨
て
ず
に

一
緒
に
干
せ
ば
、
汁
物
や

炒
め
物
な
ど
で
ち
ょ
っ
と
緑
が
欲
し

い
と
き
に
役
立
ち
ま
す
。

大
根
や
に
ん
じ
ん
、
か
ぶ
な
ど
の

皮
は
、
細
く
切
っ
て
ざ
る
に
広
げ
、

４
〜
５
日
干
せ
ば
、
カ
ラ
カ
ラ
に
な

り
ま
す
。
切
り
干
し
大
根
な
ど
の
料

理
の
ほ
か
、
漬
物
に
し
て
も
抜
群
の

歯
ご
た
え
が
楽
し
め
ま
す
。

ゆ
ず
も
汁
を
搾
っ
た
残
り
の
皮
を

干
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
吸
い
物
な

ど
の
香
り
付
け
に
重
宝
し
ま
す
。

使
い
残
し
の
シ
イ
タ
ケ
も
、
ざ
る

に
の
せ
て
日
干
し
に
し
ま
し
ょ
う
。

ラ
ッ
プ
を
か
け
て
冷
蔵
庫
に
入
れ

る
よ
り
も
ず
っ
と
美
味
し
く
保
存
が

で
き
、
栄
養
価
も
高
く
な
り
ま
す
。

カ
ラ
カ
ラ
に
な
る
ま
で
干
さ
な
く

て
も
大
丈
夫
。
必
要
な
と
き
に
使
え

て
便
利
で
す
。

シ
イ
タ
ケ
に
限
ら
ず
、
シ
メ
ジ
や

舞
茸
な
ど
の
キ
ノ
コ
類
も
同
様
で
す
。

リ
ン
ゴ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
も
薄
切
り

に
し
て
ざ
る
の
上
で
乾
燥
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
リ
ン
ゴ
は
そ
の
ま

ま
、
サ
ツ
マ
イ
モ
は
油
で
揚
げ

て
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス

と
し
て
お
や
つ
に
ど
う
ぞ
。

残
り
ご
飯
も
乾
燥
さ
せ
れ

ば
非
常
食
に
な
り
ま
す
。

ご
飯
を
水
洗
い
し
て
粘
り

を
取
り
、
水
気
を
切
り
ま
す
。

ざ
る
の
上
に
、
広
げ
て
陰

干
し
し
た
後
、
き
っ
ち
り
と
ふ

た
の
で
き
る
瓶
や
缶
な
ど
で
保

存
し
ま
し
ょ
う
。
油
で
揚
げ
、
塩
を

ふ
れ
ば
、
お
茶
請
け
や
ビ
ー
ル
の
お

つ
ま
み
に
も
な
り
ま
す
よ
。

野
菜
や
果
物
は
、

乾
燥
さ
せ
る
と
保
存

食
に
な
り
ま
す
。

秋
か
ら
冬
に
か
け

て
は
、
保
存
食
づ
く

り
に
良
い
季
節
。
旬

の
恵
み
を
無
駄
に
し

な
い
た
め
に
も
、
食

暮 ら し の 

厚生労働省

国
民
の
健
康
を
第
一
に
…
食
品
の
安
全
性
を
確
保

新
し
い
食
品
衛
生
法
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
で
は
、
９
月
１

日
よ
り
携
帯
電
話
の
基
本
使
用
料

等
の
割
引
が
実
施
さ
れ
た
の
に
伴

い
、
①
身
体
障
害
者
手
帳
②
療
育

手
帳
③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
を
対
象
に
「
ハ
ー
テ
ィ
割

引
（
ふ
れ
あ
い
割
引
）」
の
提
供
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
い
割
引
の
内
容
は
、
お
近
く

の
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

長
野
県
で
は
環
境
行
政
の
一
環
と

し
て
、
十
月
か
ら
十
一
月
の
二
ヶ
月

間
、「
環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、「
環
境

に
配
慮
し
た
商
品
の
購
入
促
進
」
や

「
レ
ジ
袋
節
減
」
な
ど
身
近
な
買
い
物

を
と
お
し
て
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
考
え
、
実
践

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
買

い
物
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会

（
℡
０
２
６
‐
２
３
２
‐
０
１
１
１
内

線
２
７
７
４
）
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
õ
日
本
損
害
保

険
協
会
の
サ
ー
ビ
ス
機
関
と
し
て
全

国
48
カ
所
に
設
置
さ
れ
、
長
野
県
で

は
松
本
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
交
通
事
故
で
お
困

り
の
方
や
自
賠
責
保
険
（
強
制
）・

自
動
車
保
険
（
任
意
）
の
請
求
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員

が
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
、一
切
無
料
で
す
。
ま
た
、電

話
に
よ
る
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
相
談
日

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
　

◇
時
　
間

午
前
９
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
５
時
ま
で

◇
弁
護
士
相
談
（
予
約
制
）

毎
月
、
第
２
・
第
４
木
曜
日

（
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
）

＊
ご
希
望
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

松
本
市
中
央
１
‐
４
‐
20

õ
日
本
損
害
保
険
協
会
　
関
東
支

部
　
松
本
自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー

℡
０
２
６
３
‐
35
‐
７
７
９
０

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

「
ハ
ー
テ
ィ
割
引
」

の
お
知
ら
せ

環
境
に
や
さ
し
い

買
い
物
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ご
存
じ
で
す
か
？

自
動
車
保
険

請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

9月分の水道水水質検査結果について 

※注〇印‥‥‥‥検査した全ての項目が水質基準に適合 
　　△印‥‥‥‥検査した項目のうち一部が水質基準に不適合 
　　×印‥‥‥‥検査した項目全てが水質基準に不適合 

長 坂 水 系 

唐沢権現水系 

余 里 水 系 

〇 

〇 

〇 

浄水基本10項目の 
水質基準判定 ※注 

無 

無 

無 

水質基準の 
不適合項目 備　　　　　考 

権現の一部を除く上本入地区に給水 

余里地区に給水 

権現の一部と余里を除く村内全域と丸子町腰越の一部に給水 

　中学生や高校生など18歳未満の児童も法
を守らなければ、  罰則の対象になります。 
　また、保護者のみなさんも子どもへの「出
会い系サイト　利用防止措置の責任」が規
定されました。 
 
◎子どもが「犯罪の被害者」や「犯罪を犯
すこと」にならないために親子で「パソコン・
携帯電話の使い方」や「出会い系サイト
の危険性」などについて話し合ってみましょう。 

長野県青少年対策本部 

（長野県・長野県教育委員会・長野県警察本部） 

いわゆる 

「出会い系サイト」が 
法律で規制されました。 平成16年度の農業日誌・ファミリー日誌・新農家歴の 

予約を受け付けます。 
ご希望の方は、担当までご連絡ください。 
 　 
　　　　　　　　○農業日誌…………1,280円 
　　　　　　　　○ファミリー日誌……1,280円 
　　　　　　　　○新農家歴……………390円 

【担当】 
武石村役場 
企画財政課 
85-2311（代） 

申込期限
 

10月10日 
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戸
籍
の
窓 

九
月
十
日
ま
で
の
受
付 

上
武
石  

近
藤
　
昌
美（
武
次
郎･

母
）84  

　
沖
　  

渡
辺
イ
ソ
コ（
長
　
夫･

母
）85 

鳥
　
屋  

坂
東
　
　
榮（
祐
　
一･

母
）75 

鳥
　
屋  

豊
岡
　
酉
造（
昌
　
文･

父
）82 

下
本
入  

芹
澤
喜
美
枝（
暢
　
明･

妻
）73 

下
本
入  

滝
澤
袈
裟
壽（
甲
子
男･

父
）80
 

◇
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す 

優
れ
た
才
能
や
手
腕
が
あ
る
こ
と
。 

こ
う             

ざ
い           

し
っ            

そ
く 

今月の防災標語 

―本　部― 

10 月 
納 期 

納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

村
　
県
　
民
　
税
（
第
３
期
分
） 

国
民
健
康
保
険
税
（
第
６
期
分
） 

水
　
　
道
　
　
料
（
８
・
９
月
分
） 

下
　
水
　
道
　
料
（
８
・
９
月
分
） 

保
　
　
育
　
　
料
（
10
　
月
　
分
） 

◇
お
し
あ
わ
せ
に 

　
上
田
市
　
山
田
　
和
広 

　
上
本
入
　
橋
詰
　
育
恵 

  

　
真
田
町
　
渋
沢
　
　
明 

　
　
沖
　
　
今
川
　
千
絵 

  

　
佐
久
市
　
山
田
　
信
明 

　
下
本
入
　
滝
澤
　
郁
惠 

  

　
長
門
町
　
翠
川
　
和
也 

　
　
沖
　
　
須
藤
　
清
美 

  

　
上
武
石
　
伏
見
　
正
樹 

　
上
田
市
　
野
　
　
美
理 

ê日時　11月1日（土）午前9時～午後4時 
　　　　　    2日（日）午前9時～午後3時 
ê会場　武石支所構内 
ê内容　味処コーナー 
　　　　健康相談コーナー 
　　　　産直コーナー　ほか 
ê問い合わせ先　信州うえだ武石支所　TEL85‐2010

ê期　日　10月19日（日）（雨天決行） 
ê時　間　午前9時～正午 及び 午後1時～3時 
　　　　  （ご都合の良い方に参加してください。） 
ê場　所　ともしび博物館周辺 
ê対象者　幼児から大人 
ê持ち物　写生に必要な物　＊画用紙は用意します。 
ê会　費　大人＝400円　子ども＝200円　＊参加者には、記念品があります。 
ê問い合わせ先　武石村ともしび博物館　TEL85‐2474

ê日時　11月2日（日）～3日（月） 
　　　　午前9時～午後4時 
ê会場　武石村中央公民館ほか 
ê問い合わせ先　教育委員会 
　　　　　　　　TEL85‐2030） 
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